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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

社会福祉法人至誠学舎東京を母体とし、平成 6 年 12 月より事業を開始してい

ます。吉祥寺ナーシングホームは入所 50 名、短期入所 3 名の特別養護老人ホ

ームです。他部署にはデイサービス、在宅介護支援センター、居宅介護支援事業

所が併設されています。 

 

《１．研究前の状況と課題》 
吉祥寺ナーシングホームでは、入居者が施設で

亡くなった際、介護職員がエンゼルケアを行って

いる。最近行った際、エンゼルメイクの道具が十

分でないことに気が付いた。メイクに用いる化粧

道具は本人のものや家族が準備したものを使うこ

とが多く、施設共用品の化粧道具の管理が不十分

であった。人生の最期をより良く迎えて頂くため

に、ふさわしい道具を整え、メイク技法を見直す

と同時に、エンゼルケア全体の改善と見直しが必

要であると考えた。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 
 本研究を始めるにあたり、3 つの目標を掲げた。 

① ご利用者がその人らしく、美しい最期を迎え

られるためのケアを充実させる。 

② ご家族の想いを尊重し、悔いのないお見送り

ができるようなケアを行う。 

③ 職員のエンゼルケアの技術の向上と、ケアを

行うことの精神面での不安の軽減を図る。 

《３． 具体的な取り組みの内容》 
① 正職員を対象に、エンゼルケアに対する不安

点や改善すべき点を聞き、意見をまとめる。 

② ①をもとにエンゼルケアの既存手順書の確認

と改善を行う。 

③ 職員の意見と参考文献をもとに、エンゼルメ

イクのみを記載した手順書を作成する。 

④ ②③の手順書を実際に活かす。 

 《４．取り組みの結果と考察》 
・エンゼルメイクに用いる化粧品を新たに整え、

足りないものは購入した。 

・普段聞くことが少ない職員同士のエンゼルケア

に対する意見を交換し合い、不安点や反省点など

の気持ちの共有をすることができた。 

・現在エンゼルメイクは主に女性職員が担当して

いるが、これまでナーシングホームに無かったエ

ンゼルメイクのみの手順書を制作したことで、男

性職員から「安心感がある」との意見を得ること

ができた。 

《５．倫理的配慮に関する事項》 
本研究発表を行うにあたり、職員に口頭にて確認

をし、本研究発表以外では使用しないこと、それ

により不利益を被ることはないことを説明し、回

答をもって同意を得たこととした。 
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